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１．はじめに 

道路法施行規則の一部を改正する省令が平成26年

3月31日に告示され，同年7月1日より施行された．こ

れにより，橋長2.0m以上の橋，高架の点検は近接目

視による5年に1回の定期点検が基本となった．また，

定期点検を行う者は，点検を適正に行うために必要

な知識及び技能を有することが明記された1)．その

ため，点検技術者の効率的な養成が喫緊の社会的要

求事項と考えられる．一方で鋼橋の疲労損傷は，そ

の発見が難しく，点検にあたっては高度な専門知識

や経験が必要とされる．そこで，本研究では，点検

技術者の効率的な育成に寄与する損傷事例に基づい

た疲労損傷点検シミュレータの開発を行った． 

２．開発と動作の環境 

シミュレータの開発には3Dゲーム開発ソフトの

Unity2)を用いた．Unityは世界で290万人以上の開発

者が利用するゲーム開発ソフトであり，最近では医

療や建築の分野でも利用され始めている.Unityはマ

ルチプラットフォームに対応可能であり，開発した

アプリケーションをWindowsやMac，Linux上で動作

させることが可能である．著者らは疲労損傷の情報

を技術者の誰もが容易に入手可能とするため，公表

された疲労損傷と補修事例のユーザー参加型データ

ベースをインターネット上に公開し，事例の追加な

どのメンテナンスを行っている3)．そこで，開発し

たシミュレータもインターネット閲覧ソフトで動作

可能なWeb Playerで公開することとした．なお，動

作には初回のみUnity Web PlayerをPCにインストー

ルする必要がある． 

３．シミュレータの利用方法 

 インターネット閲覧ソフトを使って次の URL に

アクセスすると前述のデータベースの Front Page が

表示される(図 1)． 

http://fatigue.civil.tcu.ac.jp/pukiwiki/ 

 

 

 

図1 データベースのFront PageのWeb画面 

 

 

図2 シミュレータのタイトル画面 

 

 

図 3 シミュレータのスタート画面 
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図1の赤点線枠で示したSimulatorを選択するとシ

ミュレータのタイトル画面が表示される（図 2）．タ

イトル画面には点検員の Mission と Control guide が

記載されている．キーボードの「s」ボタンを押すと

シミュレータがスタートする（図 3）． 

４．シミュレータの内容 

 シミュレータの設定は全面足場が設置された RC

床版鋼単純 3 主鈑桁橋の疲労損傷点検である．対象

橋梁には対傾構，横構があり，支間中央には荷重分

配横桁が配置されている．また鈑桁橋で発生頻度の

多い 5 つの疲労き裂をモデル化している（図 4）．ユ

ーザーはキーボードの十字キーで点検員の移動を行

い，マウスの移動で視点移動を，右クリックでズー

ムアップを行う．き裂近傍に視点を合わせ，ズーム

アップを行うと(図5)，き裂発見の判定が実行され，

画面には発見したき裂の発生原因と，同じ部位で発

生頻度が多いき裂を説明するスライドが表示される

（図 6）．スライド中のき裂の写真はデータベースの

事例を用い，写真のキャプションにはその引用元の

ページ名が示されている．利用者はそのスライドを

閲覧することにより疲労損傷に対する理解を深める

ことができる．5 つの疲労き裂を発見すると Mission

完了が示され，Retry と Quit を選択できる画面が表

示される． 

５．おわりに 

3D ゲーム開発ソフトを用いて損傷事例に基づく

疲労損傷点検シミュレータを開発した．開発したシ

ミュレータはインターネットにアクセスできる環境

下であれば，インターネット閲覧ソフトを用いて誰

でも利用可能である．本稿では鈑桁の事例を示した

が，他形式の橋梁への展開も容易である．本シミュ

レータが多くのユーザーに利用され，疲労損傷に対

する理解向上の一助となれば幸いである． 
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(a)垂直補剛材上端部      (b)上側ウェブギャップ板 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(c)横構ガセットプレート     (d)主桁下フランジ板継部 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

(e)ソールプレート溶接部 

図 4 モデル化した疲労き裂 

 

 

図 5 き裂発見シーン 

（この後，図 6のき裂解説スライドが表示される） 

 

図 6 き裂解説スライド 
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